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・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害

特
別
項
症
〜
第
二
項
症

・
内
臓
機
能
の
障
害特

別
項
症
〜
第
三
項
症

３　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
「
要
介
護
五
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

《
代
理
記
載
制
度
》

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

人
の
う
ち
、
自
ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な

い
と
し
て
定
め
ら
れ
た
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
た
人
（
代
理
記
載
人
）

に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

対
象
者

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
す
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
障
害
が
記

載
さ
れ
て
い
る
人

上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
害　
　
　

一
級

２　

戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
障
害
が
記
載

さ
れ
て
い
る
人

　

上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
害　

特
別
項
症
〜
第
二
項
症

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会�

内
線
四
四
一

参
議
院
神
奈
川
県
選
出
議
員
選
挙

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

投
票
日
時　

七
月
二
九
日（
日
）

　

七
時
〜
二
〇
時

投
票
所　

下
記
の
十
ヶ
所

《
投
票
で
き
る
人
》

◎
年
齢
要
件
…
昭
和
六
二
年
七
月
三
十
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

◎
住
所
要
件
…
平
成
十
九
年
四
月
十
一
日

以
前
か
ら
葉
山
町
に
在
住
し
、
住
民
登

録
し
て
い
る
人

《
選
挙
公
報
》

◎
配
布
の
方
法

　

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
神
奈
川
・
東

京
・
産
経
・
日
経
の
七
新
聞
で
折
り
込
み

ま
す
。

※
七
新
聞
の
購
読
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

の
人
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内
の
公
共

施
設
、
ス
ー
パ
ー
、
銀
行
、
商
店
な
ど

に
も
配
置
し
ま
す
。

《
期
日
前
・
不
在
者
投
票
》

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

　

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

た
め
投
票
日
当
日
都
合
の
悪
い
人

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間
・
時
間

七
月
十
三
日
（
金
）
〜
二
八
日
（
土
）

八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
場
所

　

消
防
庁
舎
一
階　

会
議
室

◎
持
参
す
る
も
の

　

投
票
所
入
場
券
（
お
手
元
に
届
い
て
る

場
合
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
投
票
用
紙
等
請
求

書
（
兼
宣
誓
書
）」
で
投
票
用
紙
を
直
接

ま
た
は
郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
人
は
、
病
院
（
指
定
病
院
）
な

ど
の
事
務
局
に
申
し
出
て
手
続
し
て
く

だ
さ
い
。

《
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か

の
障
害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害

一
級
・
二
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害　
　

一
級
・
三
級

・
免
疫
の
障
害　
　
　
　
　
　

一
〜
三
級

２　

戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

障
害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

第
二
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第２投票区
投　票　所

杉山神社�

工房�

木古庭方面� 滝の坂方面�

●投票所�

上山口会館

投

票

所

第１投票区
投　票　所

平成橋�

不動橋�

投票所●�

第１分団�
消防詰所�

バス停� 池
上�

上
山
口�

木古庭会館 期日前（不在者）
投　票　所

葉山小学校�

消防庁舎�

葉山大道�

バス停�

向原�

葉
山
町
役
場�

文�

●投票所投票所�●投票所�

消防庁舎 期
日
前（
不
在
者
）投
票
所



７

第３投票区
投　票　所

御用邸�

長者ヶ崎�

葉山公園入口�

投票所●�

上
山
口�

下山口会館第４投票区
投　票　所

投票所●�
玉蔵院 卍�

バス停�

コンビニ�

葉山大道�

御
用
邸�

旧役場跡地
仮 設 建 物

第５投票区
投　票　所

葉山小学校�

消防署�

葉山大道�

バス停�

向原�

●
投
票
所�

葉
山
町
役
場�

文�

葉山町役場第６投票区
投　票　所

県道森戸海岸線�

御用邸方面�

役場方面�

逗子方面�

風早橋方面�

投票所●�

向原交差点�

光　徳　寺
仮 設 建 物

第１０投票区
投　票　所

桜山低区配水池�

イトーピア�

才戸坂上�

葉桜会館・葉桜児童館�
逗葉新道�

逗子�

●�投票所�

葉桜児童館 第９投票区
投　票　所

●�

長
柄
橋�

御
霊
神
社�

逗葉新
道�

葉桜方面�

川久保�

投票所�

長 柄 会 館 第８投票区
投　票　所

投
票
所
●�

逗
葉
新
道�森

戸
川�

逗子方面�

川下橋�

下小路橋�

風早橋�

役場方面�

ＧＳ�

長柄トンネル�
方面�

長柄交差点�

長柄下会館 第７投票区
投　票　所

明照幼稚園�

相福寺�卍�

堀内児童遊園�

元町バス停�

投票所�
●�

堀 内 会 館

　

能
登
半
島
地
震
の
義
援
金
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る

慈
善
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
町
か
ら
の
見

舞
金
や
議
会
議
員
か
ら
の
募
金
を
合
わ
せ

た
五
三
二
、
〇
〇
〇
円
を
守
屋
町
長
が
五

月
十
日
に
石
川
県
珠
洲
市
へ
出
向
い
て
水

元
副
市
長
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
町
民
の

善
意
が
被
災
地
の
方
々
へ
伝
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

義
援
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

総
務
課　

�
内
線
三
一
三

　

電
話
一
本
で
指
定
の
日
時
ま
で
に
証
明

書
類
が
、
自
宅
に
届
き
ま
す
。

対
象　

町
在
住
の
人

受
取
時
間　

配
達
希
望
日
の
一
ヶ
月
前
か

ら
前
日
の
十
五
時

配
達
時
間　

平
日
九
時
〜
二
〇
時
三
〇
分

申
込
み　

希
望
す
る
諸
証
明
書
等
を
発
行

す
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
か
税
務
課
へ

①
、
②
の
方
法
で
予
約　

①
電
話
②
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず
書
い
て
、

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

費
用　

二
〇
〇
円
（
一
回
配
達
分
）

※
別
途
証
明
書
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

便
利
で
手
近
な
宅
配
サ
ー
ビ
ス

◎土地・家屋評価証明
◎納税証明
◎所得証明
◎公課証明
◎課税証明
◎非課税証明
◎法人所在証明

●身分証明
　（本籍葉山町に限る）
●印鑑登録証明
●住民票の写し
●住民票記載事項証明
●戸籍の附票
　（本籍葉山町に限る）
●不在籍・不在住証明
●草津温泉宿泊施設助成券

受け取
れる証
明等

税務課
�内線２５１～２５６
ＦＡＸ８７６－１７１７

町民サービス課
�内線２０５・２０６
ＦＡＸ８７６－１７１７

申込み

お
知
ら
せ
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国
民
年
金
は
、
二
○
歳
以
上
六
〇
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で

す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、

老
齢
基
礎
年
金
や
、
万
が
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
等

で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
と
な
る
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、

法
定
免
除
と
申
請
免
除
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生
活
保
護

法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど

が
届
出
を
行
う
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

申
請
免
除
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
の
全
額
も
し
く
は
一
部
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。
審
査
の
際
に

は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々

の
所
得
を
み
ま
す
。
免
除
の
基
準
所
得
額

に
は
四
段
階
あ
り
、
全
額
免
除
の
ほ
か
、

保
険
料
の
四
分
の
三
、二
分
の
一
、四
分
の

一
を
納
付
す
る
と
残
り
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
給
付
の
三

分
の
一
（
将
来
は
二
分
の
一
）
は
国
庫
負

担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
保
険
料

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
計
算
の
と
き
に
国
庫
負
担

に
相
当
す
る
額
（
一
部
納
付
し
た
保
険
料

が
あ
る
場
合
は
そ
の
保
険
料
分
も
含
む
）

が
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
要
件
に
も
算
入

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
、退
職（
失
業
）の
特
例

が
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
退
職
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
雇
用

保
険
の
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
を
添
付
す
れ
ば
、
所
得

審
査
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
前

年
ま
で
給
与
所
得
が
あ
っ
て
も
保
険
料
の

免
除
が
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
三
〇
歳
未
満
の
人
の
保
険

料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
や
学
生
で
あ
る
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
学
生
の

間
、
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
し

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
古
い
期
間
か
ら
順
に
保
険
料

を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
た
だ
し
、
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
目
以
降

人
も
七
月
三
一
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
必
要
な
人
は
申
請
を
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

�
内
線
二
一
一
〜
二
一
四

　

医
療
受
給
者
証
等
の
一
部
負
担
割
合

は
、
毎
年
八
月
一
日
現
在
の
世
帯
状
況
と

前
年
の
収
入
、所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
。

①
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
七
〇
歳
以
上
の

人
で
、
老
人
保
健
医
療
に
該
当
さ
れ
な
い

全
員
に
、
八
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
は
、
直
接
加
入
さ
れ
て
い

る
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

②
「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」

　

負
担
区
分
が
変
更
と
な
る
人
だ
け
に
、

八
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
医
療
受

給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
新
し
い
受
給
者
証
を
受
け
取
っ
た
人

は
、
八
月
一
日
以
降
、
必
ず
新
し
い「
受

給
者
証
」
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
古
い

受
給
者
証
は
健
康
増
進
課
ま
で
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課　

　

�
内
線
二
一
三
・
二
一
四

国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料
をををををををををを
免免免免免免免免免免
除除除除除除除除除除
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる

国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
す
る

制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
がががががががががが
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
まままままままままま
すすすすすすすすすす

制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯

主
に
対
し
、
七
月
に
本
算
定
納
入
通
知
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。
本
算
定
（
七
月
に

お
知
ら
せ
す
る
保
険
料
額
）
は
、
今
年
の

町
民
税
所
得
割
額
に
基
づ
き
、
一
年
間
の

保
険
料
を
再
計
算
し
た
通
知
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
等
に

異
動
が
生
じ
た
場
合
は
、
随
時
変
更
し
、

新
た
に
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院
さ

れ
た
と
き
に
か
か
る
医
療
費
や
食
事
の
標

準
負
担
額
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減

額
を
受
け
る
に
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
健
康
増
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
審
査
を
行
い
該
当
し
た
人
に
は
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料
納納納納納納納納納納
入入入入入入入入入入
通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書

国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書

のののののののののの
送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

の
送
付
に
つ
い
て

国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
・・・・・・・・・・
老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療　

自自自自自自自自自自
己己己己己己己己己己
負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担
額額額額額額額額額額
がががががががががが
減減減減減減減減減減
額額額額額額額額額額
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
すすすすすすすすすす

自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
）。

問
合
せ　

健
康
増
進
課　
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内
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二
一
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医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証
等等等等等等等等等等
のののののののののの
負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担
割割割割割割割割割割
合合合合合合合合合合

医
療
受
給
者
証
等
の
負
担
割
合

にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

に
つ
い
て
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考
え
よ
う　

第
三
回

◆
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
に
は
？

　

二
酸
化
炭
素
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
減

ら
せ
ま
す
。
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
明
か

り
や
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
て
い
な
い
か
、
冷
房
や
暖
房
を
無

駄
に
使
っ
て
い
な
い
か
、
水
を
出
し
っ
ぱ

な
し
に
し
て
い
な
い
か
、
ま
ず
毎
日
の
暮

ら
し
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
シ
ャ
ワ
ー
を
一
日
一
分
家
族

全
員
が
減
ら
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
一
世
帯

あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量
を
一

％
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
ま
す

（
環
境
省
調
べ
）。
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
ず

に
マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
す
れ
ば
更
に
一

％
、
使
っ
て
い
な
い
家
電
製
品
の
待
機
電

力
を
半
分
に
減
ら
せ
ば
一
％
、
自
動
車
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
毎
日
五
分
止
め
れ
ば

〇
・
七
％
、
そ
れ
ぞ
れ
排
出
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
効
果
は
？

　

平
成
十
七
年
夏
に
環
境
省
が
打
ち
出
し

た
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｂ
Ｉ
Ｚ
（
ク
ー
ル　

ビ

ズ
）」
も
、
温
暖
化
対
策
の
一
環
で
す
。
ネ

ク
タ
イ
や
上
着
を
着
用
せ
ず
、
軽
装
を
心

が
け
れ
ば
、
体
感
温
度
は
二
℃
も
さ
が
り

ま
す
。
そ
の
分
冷
房
の
設
定
温
度
を
上
げ

れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、「
ク
ー
ル

ビ
ズ
」
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
、

平
成
十
八
年
度
時
点
で
約
一
一
四
万
ト

ン
。
こ
れ
は
実
に
二
五
〇
万
世
帯
の
一
ヶ

月
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
相
当
し
ま

す
。「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
以
降
、
冷
房
の
設
定

温
度
を
例
年
よ
り
高
く
し
た
企
業
は
全
体

の
四
三
％
。
す
べ
て
の
事
業
所
等
で
夏
の

冷
房
の
設
定
温
度
を
二
八
�
に
上
げ
れ

ば
、「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
」
で
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
に
割
り
当
て
ら
れ
た
目

標
量
の
約
五
〜
九
％
が
削
減
で
き
る
と
言

わ
れ
ま
す
。「
京
都
議
定
書
」は
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み

と
な
る
議
定
書
。
次
回
は
そ
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.jcc

ca.org/

）
よ
り
引
用

④
支
払
わ
れ
る
費
用
項
目

イ
）
治
療
費
、
入
院
費
、
通
院
費
、
慰
謝

料
、
休
業
補
償
費
、
免
失
、
利
益
、
物

の
修
理
費
な
ど
の
損
害
賠
償
金

ロ
）
裁
判
、調
停
、仲
裁
な
ど
の
訴
訟
費
用

ハ
）
損
害
の
防
止
、
軽
減
の
た
め
有
益
な

応
急
、
緊
急
措
置
費
用

問
合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
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五
・
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ボボボボボボボボボボ
ララララララララララ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアア
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て

　

町
で
は
安
心
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
専
念
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

町
民
が
自
発
的
に
構
成
す
る
住
民
団
体

等
が
行
う
活
動
（
地
域
社
会
活
動
、
青
少

年
育
成
活
動
、
社
会
福
祉
活
動
、
社
会
奉

仕
活
動
、
社
会
教
育
活
動
等
）
で
、
本
来

の
職
場
を
離
れ
て
継
続
的
、
計
画
的
又
は

臨
時
の
公
益
性
の
あ
る
実
践
的
活
動
で

す
。
た
だ
し
、
政
治
、
宗
教
及
び
営
利
目

的
と
す
る
活
動
は
除
か
れ
ま
す
。

②
保
険
の
契
約

　

こ
の
保
険
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
住
民
団
体
等
を
被
保
険
者
と
し
て
、

町
が
保
険
会
社
と
契
約
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
全
額
町
が
負
担
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
人
の
加

入
申
込
み
や
登
録
の
手
続
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
対
象
と
な
る
事
故

　

住
民
団
体
の
指
導
者
等
が
活
動
中
に
、

管
理
監
督
の
不
手
際
や
指
導
・
誘
導
の
ミ

ス
な
ど
に
よ
っ
て
、
参
加
者
や
第
三
者
の

生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
物
に
損
傷
を
与

え
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た

場
合
に
こ
の
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

外
国
電
波
に
よ
る

テ
レ
ビ
へ
の
混
信
障
害 

〜
近
隣
諸
国
の
電
波
が
日
本
に
届
き

混
信
す
る
の
が
原
因
で
す
〜

　

毎
年
五
月
〜
八
月
頃
に
か
け
て
、

東
京
タ
ワ
ー
か
ら
の
テ
レ
ビ
電
波
を

直
接
受
信
し
て
い
る
地
域
で
一
・
三

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
が
時
間
に
よ
っ

て
「
し
ま
模
様
」
と
な
る
症
状
（
Ｅ

ス
ポ
受
信
障
害
）
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
簡
単
な
改
善
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
が
Ｕ
Ｈ
Ｆ
中
継
局
で
受

信
で
き
る
地
域
で
は
、
Ｅ
ス
ポ
受
信

障
害
を
受
け
な
い
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波
の
受

信
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
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（
全
国
共
通
）

お
知
ら
せ



広
報
は
や
ま
7
月
号

１０

平
成
十
九
年
度
介
護
保
険
料（
本
徴
収
）

の
お
知
ら
せ（
六
五
歳
以
上
の
人
）

　

七
月
上
旬
に
、
六
五
歳
以
上
の
人
へ
介

護
保
険
料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ご

自
分
の
納
付
方
法
と
納
付
金
額
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

納
付
方
法
に
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、

納
入
通
知
書
か
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の

「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人
へ

　

十
〜
三
月
ま
で
の
六
ヶ
月
間
の
保
険
料

を
「
介
護
保
険
料（
本
徴
収
）決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。今
年
十
月
・
十
二
月
、
平
成

二
〇
年
二
月
の
三
回
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人
へ

　

七
〜
三
月
ま
で
の
九
ヶ
月
間
の
保
険
料

を
「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
納
入
通
知

書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
入
通

知
書
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
で
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替

を
申
込
ん
で
い
る
人
は
、
指
定
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え

　

六
五
歳
到
達
時
や
転
入
時
は
、
当
初

「
普
通
徴
収
」
で
す
が
、
四
月
に
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
の
受
給
が
あ
り
、

年
金
の
年
額
が
十
八
万
円
以
上
で
、
四
月

一
日
に
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、
原

則
と
し
て
十
月
か
ら
「
特
別
徴
収
」
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
七
〜
九
月
ま
で
の
三
ヶ
月

間
の
保
険
料
は
「
普
通
徴
収
」
で
、「
介
護

保
険
料
（
本
徴
収
）
納
入
通
知
書
」
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
十
〜
三
月
ま
で
の

六
ヶ
月
間
の
保
険
料
は
「
特
別
徴
収
」
と

な
り
、「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
決
定
通

知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
災
害
、
失
業
、
倒
産
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
二

介
護
保
険
特
定
入
所
者 

介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
（
短
期
入
所
を
含
む
）

に
入
所
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
食
費
と
居
住
費
に
つ
い
て
一
定
の

限
度
額
を
設
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
対
象
者
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
下
記
に

該
当
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
審
査
し
、
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
利
用
者
負
担
第
一
段
階

町
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
か
生
活
保
護
受
給
者
等

②
利
用
者
負
担
第
二
段
階

町
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
合
計
所
得
金

額
＋
課
税
年
金
収
入
額
が　

万
円
以
下

８０

の
人
等

③
利
用
者
負
担
第
三
段
階

町
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
②
以
外
の
人
等

●
対
象
と
な
る
施
設

・
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
短
期
入
所
生
活
介
護

・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

・
短
期
入
所
療
養
介
護

・
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

問
合
せ　

福
祉
課　

　

�
内
線
二
三
一
〜
二
三
三

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
九
年
度
県
民
功
労
者
表
彰
が
発

表
さ
れ
、
葉
山
で
は
次
の
方
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

多
年
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
神
奈
川
連

盟
副
理
事
長
等
と
し
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

運
動
を
推
進
し
、
指
導
者
の
養
成
に
優
れ

た
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
く
し
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

�
��

�
�
�
�

お　

詫　

び

　

広
報
は
や
ま
六
月
号
の「
春
の
叙
勲
・

褒
章
」
の
紹
介
の
中
で
お
名
前
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誤　

小
林　

照
夫
さ
ん

　

正　

小
林　

昭
夫
さ
ん

　

ご
関
係
者
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。



１１

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
ま
で

の
間
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
施
し

た
住
宅
で
、
左
記
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
、
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
た
人
は
、

翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
を
三

分
の
一
減
額
す
る
措
置
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

要　

件

①
対
象
家
屋

　

今
年
一
月
一
日
以
前
か
ら
所
在
す
る
住

宅
で
あ
る
こ
と

②
居
住
者
要
件

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住
す
る
既

存
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
。）
で
あ
る
こ

と◆
六
五
歳
以
上
の
人
（
改
修
工
事
が
完
了

し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一

日
に
お
け
る
年
齢
）

◆
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人

◆
障
害
者

③
工
事
費
用

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
要
し
た
費
用

が
、
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
額
が
三

〇
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●
対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

・
廊
下
の
拡
幅　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
手
す
り
の
取
付
け

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
床
の
段
差
の
解
消

・
浴
室
の
改
良

・
引
き
戸
へ
の
取
替
え

・
便
所
の
改
良

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

④
申
告

　

上
記
③
に
係
る
工
事
明
細
書
や
写
真
等

の
関
係
書
類
を
添
付
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
原
則

と
し
て
三
ヶ
月
以
内
に
町
長
（
担
当　

税

務
課
）
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、
建
築
士
・

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
等
に
よ
る
証

明
で
も
代
替
可
能
で
す
。

　

減
額
す
る
税
額

　

一
戸
あ
た
り
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

床
面
積
相
当
分
ま
で
の
家
屋
の
固
定
資
産

税
額
を
三
分
の
一
減
額
し
ま
す
。

　

減
額
す
る
期
間

　

今
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
二
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
改
修→

翌
年
度
一
年
間

　

な
お
、
新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
等
で
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
適
用
中
の
人
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課　

　

�
内
線
二
五
六
・
二
五
七

　

今
年
六
月
か
ら
長
柄
、
堀
内
の
一
部
で

新
し
く
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
供
用
開
始
区
域
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
浄
化
槽
を
で
き
る
だ

け
早
く
廃
止
し
、
く
み
取
り
便
所
は
三
年

以
内
に
水
洗
化
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
、
台

所
や
風
呂
場
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚

水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
町
が
指
定
し

た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
事
店
の
一
覧
及
び
下
水
道
の
供
用
開

始
区
域
は
、
下
水
道
課
窓
口
と
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

下
水
道
課

　

�
内
線
三
六
一
〜
三
六
四

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
「
供
用
開
始
区
域
」
を
拡
大
し
ま
し
た

凡　　　例

既に供用を開始している区域

平成１９年６月１日供用開始区域

お
知
ら
せ



広
報
は
や
ま
7
月
号

１２

�

�

�

�

�

�

◎
特
選　

＊
共
選

◎
爛
漫
の
花
見
に
来
よ
と
電
報
で
誘
ひ
を
寄
越
す
父
で
あ
り
に
し　
　
　
　
　
　

米
田　

宮
子

（
評
）
満
開
の
花
見
を
共
に
と
父
の
誘
い
。
桜
の
季
節
に
な
る
と
年
経
た
今
に
し
て
想
う
父
の

情
愛
、
父
へ
の
思
慕
が
切
な
い
。
ケ
イ
タ
イ
な
ど
な
き
時
代
の
遠
い
憶
い
出
と
し
て

「
電
報
」
の
一
言
が
活
き
て
い
ま
す
。

　

凧
の
武
者　

皐
月
の
空
を
に
ら
み
つ
つ
舞
ひ
翔
ぶ
鳶
に
遊
ば
れ
て
を
り　
　
　

鈴
木　

栄
子

　

目
に
青
葉
筍
ご
は
ん
・
豆
ご
は
ん 
美 
し
季
の
香
や　

年
々
歳
　々
　

渡
辺　

裕
子

う
ま

　

日
曜
日
起
き
抜
け
に 
急 
く
朝
市
へ　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
葱
ら
抱
へ
て
帰
る

せ

金
井　

比
佐

　

苔
む
し
し
プ
ー
ル
の
底
は
清
め
ら
れ
青
く
澄
み
た
る
水
湛
へ
た
り　
　
　
　
　

多
羅　

空
竹

　

花
嫁
は
ド
レ
ス
の
裾
を
つ
と
つ
ま
み
披
露
宴
に
て
タ
ッ
プ
を
踊
る　
　
　
　
　

岩
渕
寿
々
子

　

こ
の
坂
を
登
れ
る
今
日
を
悦
び
つ
草
木
眺
め
て
鳥
に
答
え
て　
　
　
　
　
　
　

山
本　

ふ
で

　

千
の
風
に
な
り
た
る
母
に
あ
り
が
と
う
赤
き
一
輪
描
き
飾
り
ぬ　
　
　
　
　
　

中
川　

弘
子

　

我
も
ま
た
山
河
に
還
る
日
の
あ
ら
む
西
行
定
家
を
念
じ
歌
詠
む　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

◎ 
雲  
海 
を 
裾  
野 
に
富
士
の
夜
明
け
か
な

う
ん 
か
い 

す
そ 

の

石
井
冨
貴
子

（
評
）
高
い
山
に
登
る
と 
脚  
下 
に
見
え
る
海
の
よ
う

き
ゃ
っ 

か

に
広
が
っ
た
雲
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
葉

山
の
海
岸
辺
り
か
ら
眺
め
た
景
色
だ
ろ
う

か
。
そ
の 
暁 
の
大
景
を
素
直
に 
捉 
え
て
、
す

あ
か
つ
き 

と
ら

が
す
が
し
い
作
品
と
な
っ
た
。

　
　

　

物
言
は
ぬ 
雛 
に
声
か
け 
仕  
舞 
ひ
け
り　

池
部　

貞
助

ひ
な 

し 

ま

（
評
）「 
雛 
」
の
季
節
は
春
（
三
月
）
で
あ
る
か
ら

ひ
な

投
句
が
少
し 
遅 
れ
た
よ
う
だ
。
お
雛
さ
ま
を

お
く

 
納 
め
る
と
き
に
声
を
か
け
て 
仕  
舞 
っ
た
と
こ

お
さ 

し 

ま

ろ
に
作
者
の
人
形
へ
の
愛
情
が
こ
め
ら
れ
雛

を 
擬  
人  
化 
し
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

ぎ 

じ
ん 

か

　
　
　
　

　
 
満  
身 
に
海
の 
香 
受
く
る 
薄  
暑 
か
な　

石
川　

光
子

ま
ん 
し
ん 

か 

は
く 
し
ょ

　
 
忽  
然 
と
ポ
ピ
ー
の 
炎 
ゆ
る 
分  
譲  
地  

高
梨　

久
子

こ
つ 
ぜ
ん 

も 

ぶ
ん 
じ
ょ
う 

ち

＊ 
山  
鳩 
の
く
ぐ
も
る
声
や
春 
惜 
し
む　

深
海
志
津
枝

や
ま 
ば
と 

お

　
 
昏 
れ
て
な
ほ 
青  
嶺 
の
色
の 
濃 
く 
淡 
く

く 

あ
お 

ね 

こ 

あ
わ

安
藤
と
み
子

　

立
ち
上
が
る 
浪 
は 
立  
夏 
の 
譜 
を
な
せ
り

な
み 

り
つ 

か 

ふ

片
山　

久
女

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
い
い
風
が
吹
く
今
こ
こ
に
五
月
来
ぬ

伊
藤　
　

桃

（
評
）
五
月
は
爽
や
か
、
海
山
ど
こ
に
い
て
も
よ
い

季
節
。
風
も
ま
た
爽
や
か
で
、
い
い
風
で
あ

る
。
い
い
風
の
五
月
が
来
た
だ
け
で
は
報
告

に
終
わ
る
が
、
今
こ
こ
に
と
と
ら
え
た
と
こ

ろ
が
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
思
い
が
伝
わ
っ
て

来
ま
す
。

　

山
の
色
海
の
色
濃
き
五
月
来
ぬ　
　

伊
藤　

青
嵐

（
評
）
こ
の
句
も
前
者
と
同
じ
季
語
。
万
緑
と
い
う

季
語
も
あ
る
く
ら
い
緑
一
色
の
季
節
で
あ

る
。
海
あ
り
山
あ
り
の
葉
山
、
ま
こ
と
に
こ

の
通
り
の
情
景
を
素
直
に
表
出
し
た
。

　

三
鬼
句
碑
ま
で
夏
川
を
越
え
て
来
し

熊
谷　

晃
門

＊ 
山  
鳩 
の
く
ぐ
も
る
声
や
春 
惜 
し
む　

深
海
志
津
枝

や
ま 
ば
と 

お

　

突
堤
を
波
の
越
え
く
る
青
嵐　
　
　

高
梨　

久
子

　

ジ
ー
パ
ン
の
女
水
打
つ
置
屋
か
な　

村
上　

権
次

　

星
今
宵
句
作
い
ち
ず
に
更
け
に
け
り

近
藤　
　

糺

　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１
枚に、一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電
話番号を書いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで

「
ち
ょ
っ
と
気
も
ち
が
悪
い
」は
熱
中
症
の

危
険
信
号

　

私
た
ち
の
体
は
、
血
管
を
広
げ
て
外
気

に
体
内
の
熱
を
放
射
し
た
り
、
汗
を
か
い

て
蒸
発
さ
せ
た
り
し
て
体
温
を
低
下
さ

せ
、
体
温
の
異
常
な
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。

し
か
し
、
外
気
の
気
温
が
高
い
と
体
内
の

熱
を
放
射
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
、
湿
度
が
高
い
と
汗
が
蒸
発
し
な
い
た

め
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
最
初
、
め
ま
い
や
失
神
、

こ
む
ら
返
り
（
筋
肉
の
硬
直
）、
拭
い
て
も

汗
が
出
て
く
る
な
ど
の
症
状
と
し
て
現
れ

ま
す
。
病
状
が
進
む
と
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

体
が
だ
る
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
人
は
、
そ
れ
が
熱
中
症
で
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、「
ち
ょ
っ
と
体

調
が
悪
い
」
程
度
に
し
か
思
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
放
っ
て
お
く
う
ち
に
症
状
が

進
み
、
突
然
、
意
識
障
害
、
運
動
障
害
な

ど
最
悪
の
事
態
に
至
り
ま
す
。

「
熱
中
症
保
健
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
の
日
常
生
活

で
の
注
意
事
項

◆
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

日
陰
を
選
ん
で
歩
い
た
り
、
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
り
す
る
な
ど
暑
さ
を
避
け
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
服
装
に
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　

通
気
性
の
良
い
、
汗
を
吸
収
し
て
く
れ

る
素
材
の
服
や
下
着
を
着
る
な
ど
、
服
装

に
も
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　

暑
い
日
に
は
、
活
動
レ
ベ
ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
こ
ま
め
に
水
分
補
給
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
の
ど
が
乾
く
前
に
水
分
補
給
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
汗
を
た

く
さ
ん
か
く
場
合
に
は
、
塩
分
の
補
給
が

必
要
で
す
。
〇
・
二
％
程
度
の
食
塩
水（
一

�
の
水
に
二
�
の
食
塩
）
が
適
当
で
す
。

◆
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

急
に
暑
く
な
る
と
、
人
は
上
手
に
発
汗

で
き
ず
に
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

◆
個
人
の
条
件
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
は
健
康
な
人
で
も
起
こ
り
ま

す
。
前
の
晩
に
深
酒
を
し
た
人
や
朝
食
を

抜
い
た
人
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
の

で
、
体
調
が
回
復
す
る
ま
で
は
そ
の
日
の

活
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◆
集
団
活
動
の
場
で
は
お
互
い
に
配
慮
し

ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、
個
人
の
努
力
と

と
も
に
、
集
団
で
活
動
す
る
場
合
に
は
お

互
い
の
配
慮
や
注
意
も
必
要
で
す
。
集
団

で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
暑
い
場
所
で
の

作
業
や
運
動
は
な
る
べ
く
短
時
間
で
済
ま

せ
る
よ
う
、
お
互
い
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

「
熱
中
症
保
健
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
予
防
法
を
知
り
ま
し
ょ
う



１３

海で大きく育て！葉山の子
オーシャンファミリーの
海洋自然体験が大盛況

　

豊
か
な
海
に
恵
ま
れ
た
葉
山
。
か
つ
て

海
は
、
葉
山
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
・
学

び
の
場
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
海
は
子
ど

も
た
ち
か
ら
遠
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
憂
え
、『
海
の

復
権
』
を
め
ざ
し
て
、「
海
で
遊
び
・
学

び
・
育
つ
」
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
海
洋

自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
」
代
表
理
事
の
海
野

（
う
ん
の
）
義
明
さ
ん
に
、
海
の
楽
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

町
長　

い
よ
い
よ
本
格
的
に
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
海
が
一
番
輝
く
季
節
で
す
。

海
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

海
野　

え
え
、
私
は
葉
山
の
海
が
大
好
き

で
す
。
子
ど
も
の
頃
は
、
夏
に
な
る
と
一

日
中
、
海
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

町
長　

私
も
『
海
の
子
』
で
し
た
。
今
で

も
森
戸
の
岩
場
で
初
め
て
ア
ワ
ビ
を
見
つ

け
た
時
の
感
動
が
蘇
っ
て
き
ま
す
（
笑
）。

と
こ
ろ
で
、
海
野
さ
ん
は
な
ぜ
子
ど
も
た

ち
を
海
に
親
し
ま
せ
る
活
動
を
始
め
ら
れ

た
の
で
す
か
。

海
野　

中
学
三
年
の
時
に
、
一
人
で
初
め

て
行
っ
た
三
宅
島
。
そ
れ
が
今
の
活
動
の

原
点
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
島
の
雄
大
な

自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
後
に
三
宅
島
へ
移
住

し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
著
名
な
海
洋
生

物
学
者
の
モ
イ
ヤ
ー
博
士
と
出
会
い
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
海
洋
体
験
を

通
し
て
環
境
の
大
切
さ
を
教
え
る
彼
の
仕

事
を
手
伝
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
噴
火

で
島
を
離
れ
ま
し
た
が
、
海
の
仕
事
が
し

た
く
て
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
で
故
郷
の
葉

山
へ
戻
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
子

ど
も
は
海
で
遊
ば
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の

事
実
に
愕
然
と
し
、
子
ど
も
た
ち
を
海
に

親
し
ま
せ
よ
う
と
、「
海
で
遊
び
・
学
び
・

育
つ
」
活
動
を
始
め
た
わ
け
で
す
。

町
長　

確
か
に
今
の
子
は
海
や
山
に
入
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
よ
ね
。
す
ば
ら
し
い
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
な
が
ら
、
そ
の

自
然
を
活
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い

で
す
よ
ね
。

海
野　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
自
然
の

中
で
遊
ぶ
と
、
何
が
危
険
で
、
ど
う
す
れ

ば
危
険
か
ら
身
を
守
れ
る
か
と
い
っ
た
こ

と
も
、
自
ら
学
べ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
成
長
を
望
む
な
ら
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
は
な
く
、
お
子
さ
ん
に
自
然
遊
び

を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
で
し
ょ
う
。

町
長　

賛
成
で
す
ね
。
子
ど
も
の
頃
、
引

き
潮
の
時
に
沖
に
あ
る
岩
場
ま
で
行
き
、

夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
間
に
、
い
つ

の
間
に
か
、
上
げ
潮
に
な
っ
て
い
て
、
泳

ぐ
距
離
が
、
何
倍
か
遠
く
な
っ
て
お
り
必

死
で
泳
ぎ
、
何
と
か
岸
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
が
、
一
時
は
死
ぬ
か
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
そ
の
体
験
の
お
陰
で
海
の
怖

さ
を
知
り
、
ま
た
泳
ぎ
切
っ
た
こ
と
が
自

信
に
な
っ
て
、
そ
の
後
、
ど
ん
ど
ん
泳
ぎ

が
上
達
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
海
洋
自

然
体
験
セ
ン
タ
ー
で
は
海
に
親
し
む
活
動

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

海
野　

海
辺
歩
き
（
四
月
）
に
始
ま
り
、

磯
の
生
物
観
察
（
五
月
）、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

漕
ぎ
（
六
月
）、
海
の
世
界
を
の
ぞ
く
ス

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
（
七
〜
九
月
）
な
ど
、
月

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
海
の
季
節
が
終
わ
る
と
、
川
や
山
を

舞
台
に
し
た
森
の
学
び
や
炭
焼
き
体
験
、

さ
ら
に
は
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
で
、
ワ

カ
メ
の
種
付
け
と
収
穫
と
い
っ
た
漁
業
体

験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

実
に
多
彩
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

の
反
応
は
ど
う
で
す
か
。

海
野　

楽
し
く
て
仕
方
な
い
み
た
い
で

す
。
み
ん
な
目
が
輝
い
て
い
ま
す
か
ら

（
笑
）。
活
動
を
始
め
て
六
年
目
で
す
が
、

参
加
す
る
子
も
年
々
増
え
て
、
今
や
大
盛

況
で
す
。
そ
れ
に
遊
び
だ
け
で
な
く
、
葉

山
の
子
に
本
物
の
漁
業
も
体
験
さ
せ
て
あ

げ
た
い
。
海
に
潜
っ
て
魚
や
貝
を
と
っ
た

り
…
。
そ
ん
な
こ
と
も
出
来
た
ら
い
い

な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

そ
う
で
す
ね
。
豊
か
な
海
が
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
一
年
に
一
度
か
二
度
く

ら
い
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
魚
介
類
を

と
っ
て
も
よ
い
日
を
設
け
、
楽
し
む
機
会

を
作
り
た
い
で
す
ね
。
早
速
、
漁
業
協
同

組
合
と
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

海
野　

そ
れ
と
、
葉
山
に
海
洋
教
育
の
拠

点
施
設
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
ん
で
す

け
ど
ね
。
そ
れ
が
今
の
私
の
夢
で
す
。

町
長　

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。『
海
の
子
』
に
帰
っ
た
気
分

で
、
私
も
胸
が
躍
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

トーク広場
第45回

町
長 語 ると

海野さん

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ


